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lCTを活用 した教室構築 と授業実践

竹 中 章ma’ 1

〈 概要 〉 近年 、多 くの 学校 で ICT機器が 導入 され て 来た が、活用に 関する 不安の 声も上 が っ て い る。

全 教 室 で ICT を括 用 し た 授業 を行 う為 の 教室構築 の 経緯 と、電 子 黒板を全 教室 に 設 置 し た後 に 教 員

の 授 業方 法 が どの よ うに 変化 した の か 、そ し て 生 徒 の 学び の 変化 と今後 の 課題 を ま と め た 。

〈 キ
ーワ ー

ド＞ ICT授業活用、電子黒板、教材活用、授業改善、ノー トテ イ キ ン グ

1 ．は じめに

　一
般 に ICT機器 は 導入 され て も活用 の 方法が

わ か らな い
。

上 手 く活用 出来 て い な い
。 等 と 言

われ る こ とが多い 。 また 、最近は 電子黒板、電

子教科書等

清教学園中高等学校で は以前 か らICT機器を教

室 設 置。早くか ら教員 に
・
人 1 台 の コ ン ピ ュ

ー

タを貸与 し情報活用 を進 め て 来た 。

2 ．教室環境 と活用事例

　清教学園で は 8年程 前 か ら
一

般教室 の ICT化

を行 っ て 来 て お り、 次 の よ うな機器 を設置 して

きた。

（1 ）音声 ア ン プ＋ ス ピー
カ
ー

　全教室 に音 声ア ン プ を常設 。ス ピー
カ
ー

か ら

音声が流れ る よ うに し、教員に は iPod等mp3 プ

レ
ー

ヤ を貸与す る事 で 、 英語 の リス ニ ン グ授 業

等は mp3 プ レーヤ ーの み を持ち運ぶ だけで 授業

が 行 える

（2 ） プ ロ ジ ェ クタ （ス ク リ
ー

ン）

　 7 年前か らプ ロ ジ ェ ク タ と ス ク リ
ー

ン を 天

吊 り と し授業毎 の 設置 の 手間を省 い た 。

教員に貸与 された PCを持ち込 めば教材提 示 も

可能。

（4 ）オ ン デ マ ン ド動画配信設備

　 ビデオ デ ソ キ で は教材 メデ ィ ア の 管理 が 煩

雑になる為、1．AN経 由で ビ デオ 教材や行事写 真

ス ライ ドシ ョ
ー

をオ ン デ マ ン ドで 再 生 で き る

シ ス テ ム を導人 、授業は もち ろん ホ
ー

ム ル
ー

ム

や行事 で も 7X用 す る こ とで 教科授業以外 で の

活用に 幅 を持 た せ た。

　 当校で は 95イン チ ボー ド型 と極 単焦点プ ロ

ジ ェ ク タ方式 の 電 子黒板 を中学校全教室に設

嵩 し コ ン ピ ュ
ータ も全教室 に 常設 し た。導入 の

観点は 次の とお りで あ る 。

（1 ）設置方法 とボー ドの 大きさ

　短 い 休 み時 間 に電 子黒板 の 準備 をす る事は

実 用 的で は な い 。ま た 生 徒40人 が座 る
一

般教 室

で の 視認性 を確保 す る為 に出来 る だ け大 き な

投影面積が臨まれ る。今回 は 95イ ン チ の ボー ド

を壁掛 け常設 とした。

（2 ）ペ ン で の 記入

　従来 の 黒板 を使用 した 授 業を展 開 し て い る

教員に とっ て 急に電 子黒板 を使用す る不安や

教材 の 開発等 の 閙題 が ある。また進学指導を行

う普通 科 教育 の 場 合まだ ま だ板書を 中心 と し

た授業を し て い る ため、電子黒 板で もペ ン で の

記入 に ス トレ ス の 少 な い 機種 を選 定 し た。

導入機種は、5m／s の 早 さの ペ ン 描画で も追 随す

る為 、通 常 の ペ ン の 書 き味 と あ ま り変わ らない 。

（3 ）ホ ワ イ トボ
ー

ド化

　前述 の 通 り教員が 電子 黒板 を設置 し を使 用

に慣れ な い 期間も当然 あ り 、 電 子黒板 シ ス テ ム

の トラブ ル も考え られる 。 また出来るだ け描画

で き る範 囲を広 くす るた め 、従来 の チ ョ
ーク 黒

板を撤去 し、教室 前面 を全 て ホ ワ イ トボ
ー

ド化

し た。

（4 ）書画 カ メ ラ の 設置

　電 f 黒板 にお い て 書画カ メ ラ の 有効性 は 各

所で報 告 され て い る。当校もデ ス ク トッ プ型 PC

を収納デ ス ク を特注 し書画 カ メ ラ の 収 納お よ

び設 置 が短時間 で きる よ うに 工 夫し た

3 ，電子 黒板の 設置

　平成21年 度に実施 され た ス ク ール ニ ュ
ー

デ

ィ
ー

ル 構想に よ り 電 子 黒板 の 設置が進ん だが 、

様 々 な形 式 の 電 子黒板 が あ りそれ ぞれ の 特性

に よ り授業実践が行われて い る 。

4 ．教員研修

　電 子 黒板設置後 の 夏期教 員研 修に て 、電子黒

板先行使用されて い る他校教員か らの 講演後、

教科毎 に 移動型電 子 黒板 を先行 使用 して い た

各 教科 教員 に よる電子黒板活用事例発表 と機
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能説明を行 い 、活用の 方法を話 し合 っ た。

　教科特 性 に よ り活 用 の 方向 が少 しつ つ 違 う

こ とに配慮 し た研修とし た。

5 ，授業活用の 変化

　 従来 の ICT機器環境に加え、ホ ワ イ トボー
ド、

電 子 黒板 、書画 カ メ ラ が導入 され た が 各教員が

強制 され る事無 く使用 す る方法 を と っ た u

活用 方法 の 変化は 次の よ うにな っ た 。

　（1 ）ホ ワ イ トボー
ドの み使用

　 当初 チ ョ
ー

ク 黒板 か らの ホ ワ イ トボ
ー

ド へ

の 変化 に 不安 を 訴 え る 教員が 多か っ た が ホ ワ

イ トボ
ー

ドの 使 用 に 関 して は比較的 ス ム
ーズ

に移行 し た 。 ホ ワ イ トボー ド化 した 当．で チ ョ
ー

クダス トに よる汚れ と粉塵 浮遊 が無 くな っ た。

　（2 ）ホ ワ イ トボ ー ド＋書画 カ メ ラ ＋イ ン ク ペ ン

　 ホ ワ イ トボ ー
ドに直接プ ロ ジ ェ クタ画面が

投影出来る よ う に設計 し コ ン ピ ュ
ータ を介さ

ずに教科書やプ リ ン ト類 を書画 カ メラ で ホ ワ

イ トボ
ー

ドに投影。そ の 上 か らイ ン ク ペ ン で 書

き込み を行 う教 員が増加 。
こ の 方 式は多 くの 教

員が直感的に 自己 の 授業 ス タイル へ の 導入が

イ メ ージ し易く多 くの 教員が 活用 して い る。

　授 業 を しなが ら拡 大表示 し書き込み なが ら

説 明す る こ とに よ り、生徒 の 視線が常に 前を向

く事 で 生徒 の 集 中力 が増 した 。 さらに プ リ ン ト

に解答等を書き込む 事に よ り何処 の 説明 を受

け て い る の か 生徒は解 り易 くな っ た とい う感

想 が得 られ た。

（3 ）ホ ワ イ トボー ド
．IPC ト・イ ン ク ペ ン

　次に コ ン ピ ュ
ータを使用 し て Webや動画等 を

ホ ワ イ トボー
ドに投影 しな が らイ ン クペ ン で

記入す る活用 がみ られ た c 　 前述 の 従 来 の 紙 べ

一ス の 資料提 示 か らコ ン ピ ュ
ータ画 面の 提示

へ と イ メージ が ス ム ーズに つ なげ られ た。こ れ

は ス ク リ
ー

ン へ の 投影 だけ で は 出来な か っ た

書き込 みが で き、授業で の提示 も正 面中央を生

徒が み る事で 集中力 も増 し凝 視す る生徒 が増

えた。

　また 、授業導入時に ニ ュ
ー ス コ ン テ ン ツ を提

示 して デ ィ ス カ ッ シ ョ ン し た り、理科ネ ッ トワ

ー
クな ど教材サイ ト等 で動画 を提示 する こ と

が多 くな っ た。

（4 ）電子 黒板 の み活 用

　導入 後 2 ヶ 月 後か らは ホ ワ イ トボー ドイ ン

ク ペ ン は電子黒板だけ の 活用 をす る教員 も増

え始めた c 教員 意見 として

1 ＞多く の 板書をす る為文 字を消す 時間 を短縮

で き る 事 が よ い 。社会科。

2 ）図形 を書く際電 子黒板 の 描画機能 を使 用す

る事 で フ リーハ ン ドで もきれい な図が書ける

の で 時間短縮 になる。数学科

3 ）書画カ メ ラで ノ
ー

トをキ ャ プ チ ャ し電 子 ペ

ン で 教員 が 添 削記入 す る こ と で 時 間短縮が で

きる 。 数学科、英語科

　で あ り、従前か らの あくまで も 「書 く」 授業

ス タイ ル の 継 承 ス タイ ル で あ る。

　こ こ で 、h記 3 点 の 活 用 は あ くま で も授 業で

の 板書 で あ っ て 、 事前 に ス ライ ド等 の 準備を し

て い ない 。 電 子黒板化す る事で ス ライ ド準備 等

の 時間が増え る不安に よる敬遠要素 を山来 る

だ け少 な くす る た め、準備 で は な く授業時 の 板

書活用 に 注力 し た 研修 を行 っ た事も　
一
因で あ

る と考え られる。

6 ．今後 の 課題

　電子教科書 の 議論 がすすん で お り、各教 科 書

出版会社 も竃子教科書の 開発が進ん で い る。こ

れ か らの 課題 として、「学校独 自の 教材 開発 の

為 の 手段 と技術力 の 育成」が課題 とな っ て くる

が 当校で は プ ロ ジ ェ ク タや電子黒板 を活 用す

る こ とで 、そ の イ メ
ージを既 に つ かみ始 め る こ

とが出来た こ と は有意義で あ っ た。

　 さらに、マ ル チ メデ ィ ア教材 が増 える事 に よ

り、生徒 の
一

時的 な理解 は得易 い が、画像や動

画等 の 記憶 の 定着はまだ まだノ
ー

トによ るメ

モ に頼 る学習 ス タイ ル が
一般的で あ る 。

今後は、教材に合わせ た 生徒 の ノ
ー

トテイ キ ン

グ方法 の 研究 が必要にな る と考 え る 。

7 ．ま と め

　映像文化の 中で 成長 して きた生徒達 の 興 味

を引き、ま た 理 解を手助 けす る点にお い て 、ICT

機器 を活川 した授 業 が展開 され て き て い る。

今後の 教材開発 の 方向性は 、生徒 の 理解度 の 測

定お よび、教員 の 教材 ・授業開発 との バ ラ ン ス

を観な が ら 進 め なけれ ば成 らな い n

　効果的な活用 をする こ とで 、 教員か らの
一

方

通行な授業で は なく、牛徒 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン を 図 りなが ら効果的な授業展開が で きる

よ う更 に 研 究 を 進 め て い き た い
。
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